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平成２９年度 学校経営計画書 

 

 

 

石川県立鶴来高等学校  

 学校長   田井 友章 

   １ 教育目標 

（１） 基本的な学力と生活力を身につけ、主体的に学ぶ心と態度の育成 

（２） 健康でたくましい心身の育成 

（３） 郷土を愛し、積極的に社会参加する人材の育成 

  

  ２ 中・長期的目標 

 （１）学校の現状 

      ① 個の能力に適した学習環境を提供するため、習熟度別学習や少人数学習の内容の適正化を図っている。 

      ② 進学、就職の希望に応じた学習体制、進路指導体制は整備されつつある。    

    ③ 地域社会から認められる学校になるため、地域交流や広報活動をとおして理解を高めようとしている。    

   ④ 「毅然とした指導」と「自信と一体感を持たせる指導」が浸透しつつある。 

 （２）生徒に関する中・長期的目標 

      ① 社会人としての基礎力を身に付け、社会に責任を果たせる人間を育成する。 

      ② 課題に対して、解決策を考え続けることができる忍耐力のある人間を育成する。 

      ③ 文化・運動活動に積極的に取り組み、豊かな感性を持つ人間を育成する。 

 （３）教職員、学校組織等の望ましい在り方 

      ①  学校の教育目標を達成するために、それぞれの役割を果たし、また互いの連携を図りながら、継続性をもって取り組んでいく。 

      ②  幅広い教育ニーズに対応するために、常に授業力向上に努めるとともに、組織的な教科指導が可能な体制を構築する。 

   ③ 地域や学校間の連携を強化し、地元に愛され、必要とされる学校づくりを推進し、地域と学校の活性化に貢献できる人材の育成に努める。 

                                                                                                                                   

  ３ 今年度の重点目標 

（１） 生徒指導の方針・基準に一貫性を持ち、基本的な生活習慣の定着と規範意識の高揚が図られるよう毅然とした指導を行う。 

（２） 教育活動全般をとおして、生徒に自信と一体感を持たせる。 

（３） 授業のユニバーサルデザイン化を推進し、生徒がわかる喜びや学ぶ意義を実感できるように努める。 

（４） 家庭学習時間や読書時間の増加を図り、授業内容の定着と国語力の向上をめざす。 

（５） 地域全体への広報活動に加え、中学校とのつながりを強めるための活動を教員個々が実践する。 


